
神
奈
川
。
今
小
路
西
遺
跡

宿
祉
セ
ン
タ
ー
用
也

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
御
成
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
隼

（昭
６２
）
一
月
ｉ

一
九
八
八
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
今
小
路
西
遺
跡
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
河
野
真
知
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
官
行
跡

。
中
世
市
街
地

Ｇ
　
遺
跡
の
年
代
　
八
ｉ

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
地
は
鎌
倉
市
衝
地
の
西
辺
街
路
で
あ
る
今
小
路
の
西
方
に
あ
り
、
県
の

遺
跡
台
帳
で
は
南
北

一
ｈ
以
上
も
の
範
囲
が

「今
小
路
西
遺
跡
」
と
さ
れ
て
い

一　
　
る
。
発
掘
調
査
地
点
に
は
（　
）

内
に
固
有
名
詞
か
地
番
を
入
れ

て
区
別
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に

紹
介
す
る
木
簡
を
出
上
し
た
地

点
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

予
定
地
な
の
で
、
こ
の
名
称
を

懲

採

っ
て
い
る
。

儀

　

調
査
地
点
は
鎌
倉
平
野
の
西

端
部
で
、
北
背
後
に
尾
根
を
背

負
う
が
、
山
裾
の
沖
積
地
と
い
え
る
。
現
地
表
の
標
高
は
七
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。

調
査
地
点
の
北
方
五
〇
ｍ
に
は
、
一
九
八
五
年
度
に
、
「天
平
五
年
」
銘
木
簡
を

出
土
し
た
今
小
路
西
遺
跡

（御
成
小
学
校
内
）
が
あ
る
。

発
掘
調
査
で
は
、
近
世
水
田
跡
と
中
世
末
の
溝
の
下
層
に
、
中
世
前
期
の
生

活
面
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
面
の
北
部
は
東
西
方
向
の
自
然
流
路
（川
跡
）
に
な

っ
て
お
り
、
前
述
の
御
成
小
学
校
内
の
土
地
区
画
と
は
異
な
る
方
向
を
示
し
て

い
る
。
調
査
区
東
部
に
は
北
方
河
川
に
注
ぐ
溝
が
検
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
道

路
側
溝
を
兼
ね
る
武
家
屋
敷
外
周
の
溝
で
あ
ろ
う
。
こ
の
溝
よ
り
東
側
は
武
家

屋
敷
、
西
側
は
町
屋
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
こ
の
河
川
に
注
ぐ
溝
の
鎌
倉
時
代
後
期
頃
の
堆
積
土
よ
り
出
上
し
た

（川
岸
よ
り
南
へ
八
ｍ
の
地
点
）。　
周
辺
の
覆
土
か
ら
は
陶
磁
器
片
や
土
器
片
と
と

も
に
、
木
器

（板
車
履
、
箸
、
漆
塗
椀
・
皿
な
ど
）
や
食
物
残
津

（貝
、
魚
骨
、
鳥
獣

骨
、
瓜
・
栗
・
桃
の
種
子
な
ど
）
が
出
上
し
て
い
る
。
遺
物
出
土
状
況
は
、
武
家

屋
敷
の
外
周
の
溝
で
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
庶
民
が
生
活
遺
物
を
道
路
側
溝
に

盛
ん
に
捨
て
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
が
木
簡
の
性
格
に
つ
い

て
、
あ
る
種
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
本
地
点
の
最
下
層
で
は
、
古
代
官
行
に
関
連
す
る
か
と
思
わ
れ
る
掘

立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
、
中
世
以
前
に
は
北
方
河
川
は
ず

っ
と
南
を
流
れ
て
い

て
、
こ
の
地
は
御
成
小
学
校
内
の
郡
衝
政
庁
と
考
え
ら
れ
る
場
所
と
地
つ
づ
き

だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。　
一
九
八
九
年
度
も
発
掘
調
査
は
継
続
し
て
お
り
、
古
代

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。

ヽ



1988年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
今
日
い
め
参
ら
れ

か
し
故
上
り
□

昴も
力
〕

に
□
□
□
れ
　
　
」

長
方
形
の
木
板
の
片
面
に
三
行
に
わ
た
っ
て
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
長

い
板
材
を
横
に
切

っ
て
作

っ
た
白
木
の
板
で
、
中
央
で
二
つ
に
割
れ
て
い
る
が

完
形
品
で
あ
る
。
中
世
に
多
い
折
敷
板
断
片
を
使
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
独

立
の
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
釈
文
は
鎌
倉
国
宝
館
長
三
浦
勝
男

氏
に
よ
る
も
の
だ
が
、
「
ひ
と
つ
の
読
み
方
と
し
て
生
不
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、

最
終
判
断
で
は
な
い
こ
と
を
断

っ
て
お
く
。

内
容
は
措
く
と
し
て
、
カ
ー
ド
形
の
完
結
し
た
板
に
文
字
の
書
か
れ
た
例
は
、

鎌
倉
に
お
い
て
は
浄
明
寺
稲
荷
小
路
遺
跡
と
雪
ノ
下
南
御
門
遺
跡
に
、　
一
例
ず

つ
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
内
容
が
判
読
で
き
て
い
な
い
。
本
例
の
場

合
、
呪
文
や
戯
れ
唄
、
落
書
の
類
で
は
な
く
、
伝
達
文
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
、
中
世
の
雑
多
な
木
簡
に
つ
い
て
も
も
う
少
し
分
類
し
な
が
ら
検
討
を
加
え

て
ゆ
く
必
要
性
を
感
じ
る
。

９
　
関
係
文
献

河
野
真
知
郎

「今
小
路
周
辺
遺
跡
（御
成
小
学
校
内
ご

（『木
簡
研
究
』
第
八
号

一
九
八
六
年
）

（河
野
真
知
郎
）
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